
昨
年
、
開
催
さ
れ
た
住
民
対
話

集
会
に
お
い
て
、
住
民
の
方
か
ら
多

く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
い

た
。
現
在
の
状
況
も
踏
ま
え
行
政
に

確
認
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
な
避
難
所
対
策
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

総
二
つ
の
方
策
を
考
え
て
い

る
。

一
つ
目
は
、
「
分
散
避
難
の
お
願

い
」
で
あ
る
。
「
自
分
の
住
ん
で
い

る
場
所
が
、
避
難
の
必
要
が
あ
る
か

の
確
認
」
や
「
安
全
な
親
戚
、
友
人

や
知
人
の
家
に
避
難
が
可
能
で
あ
る

か
の
確
認
」
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
車
中
泊
を
考
慮
し
た
避

難
所
開
設
で
あ
る
。
避
難
者
受
け
入
れ

人
数
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
車
中
泊

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
施
設
管
理
者
と
調
整

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

確
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

車
中
泊
を
導
入
し
て
も
、
避
難
所
受

け
入
れ
人
数
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
二
次
開
設
避

難
所
の
前
倒
し
開
設
を
行
っ
て
い
く
。

六
貫
川
の
排
水
能
力
の
確
保
を

町
全
域
の
具
体
的
な
排
水
対

策
の
検
討
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町長
現
在
は
市
街
地
化
が
促
進

さ
れ
る
な
ど
、
町
全
域
に

お
け
る
土
地
利
用
形
態
が
変
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
、
全
国
各
地
で

頻
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
へ

の
対
策
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
新
た

な
「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

後
、
効
果
的
な
整
備
の
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
排
水
対
策
を
検
討
し
、
令

和
６
年
度
に
新
た
な
「
武
豊
町
雨
水

排
水
計
画
書
」
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
六
貫
川
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
進
め
方
で
検
討
す
る
。

六
貫
山
保
育
園
付
近
の
六
貫
川
に
蓋
を

六
貫
山
地
域
と
桜
ケ
丘
地
域

の
雨
水
の
合
流
地
点
を
下
流

に
移
し
、
六
貫
山
保
育
園
付
近
の
六

貫
川
に
は
蓋
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
は
。

町長
流
域
全
体
で
の
総
流
量

や
、
バ
イ
パ
ス
水
路
の
新

設
に
よ
る
流
量
軽
減
効
果
や
、
既
設

水
路
の
構
造
の
検
証
な
ど
を
整
理

し
、
蓋
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
お
よ

び
「
武
豊
町
雨
水
排
水
計
画
書
」
を

見
直
す
中
で
、
専
門
家
の
意
見
を
伺

い
、
効
果
的
な
整
備
の
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
排
水
対
策
を
検
討
す
る
。

早
急
に
「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
を

令
和
５
年
度
に
「
武
豊
町
雨

水
全
体
計
画
」
を
策
定
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
も
っ
と
早
め
る
べ

き
で
は
。町長

雨
水
排
水
対
策
の
緊
急
性

や
必
要
性
な
ら
び
に
、
今

後
の
財
政
面
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
結
果
、
１
年
前
倒
し
を
す
る
こ

と
が
適
切
と
判
断
し
、
令
和
４
年
度

に
「
雨
水
全
体
計
画
」
を
見
直
し
た

い
と
思
う
。

目
堀
線
の
拡
幅
を

目
掘
線
拡
幅
工
事
の
予
定
は
。

建
新
た
な
「
武
豊
町
道
路
整

備
計
画
」
の
策
定
を
、
令

和
２
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
。

目
堀
線
は
、
通
行
量
も
多
く
、
早

期
に
整
備
が
必
要
な
重
要
な
路
線
で

あ
る
。

新
た
な
「
武
豊
町
道
路
整
備
計

画
」
を
策
定
す
る
中
で
、
目
堀
線
に

つ
い
て
も
再
度
、
検
証
し
て
い
く
。
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集
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ご
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き
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青
木　
宏
和 

議
員

●住民対話集会とは
武豊町議会基本条例という議会運営の基本原則を定めた条例に基づいて開催されます。現在は議会
報告と意見交換の 2 部制で行っています。住民のみなさんの町政に対するご意見を伺う場のひとつと
なっています。

▲六貫山保育園北側の六貫川



大
足
地
区
臨
海
部
で
す
す
め
ら

れ
て
い
る
大
型
事
業
に
よ
る
公
害
を

監
視
す
る
た
め
、
公
害
測
定
局
を
５

年
前
の
質
問
で
求
め
た
結
果
の
進
捗

を
質
し
た
。

現
在
の
大
気
汚
染
状
況
は

質
問
後
５
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
臨
港
道

路
周
辺
地
域
の
大
気
汚
染
状
況
は
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

経
本
町
の
大
気
測
定
に
つ
い

て
は
３
カ
所
で
測
定
し
て

い
ま
す
。

測
定
項
目
は
、
二
酸
化
硫
黄
、
窒

素
酸
化
物
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
及
び
風
向
風

速
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

大
気
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

の
４
年
間
に
お
い
て
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
を
除
い
た
、
す
べ
て
の
測

定
項
目
に
つ
い
て
環
境
基
準
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

公
害
防
止
協
定
見
直
し
は

公
害
防
止
協
定
の
見
直
し
は

進
ん
で
い
ま
す
か
。

町長
昭
和
47
年
10
月
に
、
中
部

電
力
株
式
会
社
と
締
結
し

た
公
害
防
止
協
定
に
つ
い
て
、
武
豊

火
力
発
電
所
リ
プ
レ
ー
ス
計
画
の
新

た
な
施
設
に
合
わ
せ
、
平
成
30
年
３

月
に
、
基
準
値
な
ど
の
見
直
し
を
し

ま
し
た
。

測
定
局
の
設
置
は

臨
海
部
で
の
大
規
模
事
業
の

供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
新

た
な
測
定
局
の
設
置
な
ど
の
施
策
に

つ
い
て
は
調
査
・
研
究
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。
現
状
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

町長
新
た
な
大
気
環
境
測
定
局

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
大

気
の
状
況
を
継
続
か
つ
常
時
測
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
全

で
安
心
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
う

え
で
、
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
知
多
南
部
広
域
環

境
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
す
る
、
令

和
４
年
４
月
に
合
わ
せ
て
、
大
足
地

区
に
新
た
な
測
定
局
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
測
定
項
目
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
存
の
測
定
局
と
同
様
と
す
る

予
定
で
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
２
５

年
に
は
認
知
症
患
者
は
約
７
０
０
万

人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
高
齢
者
認
知
症
損
害

賠
償
保
険
」
制
度
の
導
入
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
損
害
賠
償
へ
の
考
え
は

大
府
市
で
発
生
し
た
鉄
道
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に

つ
い
て
は
、
最
終
的
に
損
害
賠
償
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
認
知

症
に
よ
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

福
介
護
保
険
は
、
介
護
問
題

は
だ
れ
に
で
も
、
起
こ
り

う
る
と
の
こ
と
か
ら
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
制
度

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
損
害
補
償

制
度
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
裁
量

に
お
い
て
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
，
費
用
負

担
も
あ
わ
せ
、
対
応
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

保
険
制
度
の
導
入
を

東
浦
町
は
高
齢
者
を
見
守
る

こ
と
を
前
提
に
保
険
制
度
の

導
入
を
し
ま
し
た
。

　
保
険
制
度
の
導
入
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。福

本
町
に
お
い
て
、認
知
症

に
よ
る
事
件
、事
故
が
起

き
な
い
よ
う
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
、実
施
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
、
認
知
症
高
齢

者
な
ど
の
賠
償
保
障
制
度
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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大
足
地
区
に
大
気
測
定
局
設
置
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現
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日
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共
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梶
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議
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●大気測定局（一般環境大気測定局）とは
都道府県知事などが、大気汚染防止法に基づき、大気の汚染の状況を常時監視するために設置する
測定局のうち、住宅地などの一般的な生活空間における大気の汚染の状況を把握するため設置され
たものです。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
な
か
、
今
ま
で
私
た
ち

が
経
験
し
た
事
が
無
い
、
災
害
時
に

お
け
る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
難
し

い
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
で
、
私
た

ち
が
避
難
所
に
避
難
す
る
時

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
リ
ス
ト
に
何

を
加
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
か
。

総
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
ま

た
は
固
形
せ
っ
け
ん
、
除
菌
シ
ー

ト
、
体
温
計
、
上
履
き
、
ご
み
袋
、

そ
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

愛
知
県
の
「
避
難
所
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
受

け
て
、
本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

町長
本
町
で
は
、
当
該
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
と

し
ま
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
6
月

と
8
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
避
難

所
感
染
症
対
策
環
境
整
備
と
し
て
、

事
前
受
付
用
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
、
換
気
用
の
大
型
扇
風
機
、
非
常

用
発
電
機
、
体
調
不
良
者
な
ど
の
隔

離
の
た
め
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
お
よ
び
携
帯
無
線
機
な
ど
の

補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
本
町
の

実
情
を
踏
ま
え
、
避
難
所
に
お
け
る

事
前
受
付
の
新
規
設
置
や
、
発
熱
、

咳
な
ど
の
症
状
の
有
無
に
よ
る
避
難

者
の
ゾ
ー
ン
分
け
な
ど
、
避
難
所
運

営
へ
の
反
映
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

地
震
と
違
い
台
風
や
豪
雨
は
あ

る
程
度
発
災
時
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
早
め
の
避
難
で
助
か
る
命
が
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て

ず
に
行
動
す
る
た
め
に
、
い
つ
何
を

す
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
自
分
の
防
災
行
動
計
画
を「
マ
イ・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

自
分
の
命
を
守
る
の
は
自
分
自

身
で
す
。
緊
急
時
に
自
分
と
家
族
が

取
る
べ
き
行
動
と
必
要
な
備
え
を
日

頃
か
ら
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

作
成
を家

庭
で
の
「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
作
成
が
大
事
だ

と
考
え
る
が
、
防
災
学
習
で
の
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
指
導

に
つ
い
て
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

総
本
町
に
お
い
て
は
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

作
成
を
推
進
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
が

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成

目
的
を
念
頭
に
置
い
た
「
避
難
行
動

計
画
」
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
各
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、

家
族
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
の

あ
り
方
や
活
用
に
つ
い
て
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ
相
談
す
る

な
ど
、
調
査
研
究
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲縦210cm、横210cm、高さ100cmの
　ワンタッチパーティション
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取
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明
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員
団

　
　
鳥
居　
美
和 

議
員

●マイ・タイムラインとは
台風の接近によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理
し、とりまとめるものです。行動のチェックリストとして、また避難判断のサポートツールとして活用さ
れることで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されています。



４
期
目
の
自
己
評
価
お
よ
び

今
後
の
課
題
は
。

町長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
６
項
目
18
施
策
は
、

何
ら
か
の
形
で
手
掛
け
さ
せ
て
い

た
だ
け
て
い
る
施
策
で
あ
り
、
達

成
度
と
い
う
こ
と
で
は
合
格
点
が

い
た
だ
け
る
の
で
は
と
、
勝
手
な

が
ら
自
己
評
価
を
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
を
３
点
に
絞
る

と
、
１
つ
目
は
、
知
多
武
豊
駅
西

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
富

貴
駅
周
辺
の
整
備
事
業
へ
の
対

応
。２

つ
目
は
、
自
然
災
害
の
規
模

が
以
前
の
経
験
で
は
、
通
用
し
な

い
状
況
で
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
改
め
て
策
定
す
る
武
豊
町

道
路
整
備
計
画
、
武
豊
町
雨
水
排

水
計
画
を
基
本
と
し
て
、
優
先
順

位
を
勘
案
し
た
整
備
。

３
つ
目
は
、
公
共
施
設
な
ど
総

合
管
理
計
画
の
見
直
し
で
、
町

内
の
建
築
物
系
施
設
は
、
82
施

設
、
１
９
８
棟
、
延
床
面
積
で

12
万
５
千
㎡
あ
り
、
大
規
模
改
修

の
目
安
31
年
を
経
過
し
た
建
築
物

が
全
体
の
約
55
％
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
で
安
心
な
施
設
管
理
の

た
め
、
維
持
修
繕
と
新
設
計
画
を

長
期
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
取
り

ま
と
め
、
計
画
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と
考

え
る
。

次
期
町
長
選
挙
に
向
け
て
の

意
向
は
。

町長
後
援
会
の
役
員
会
に
お

い
て
「
引
き
続
き
次
期

も
町
政
を
担
当
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
出
席
者
全
員
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
で
、

大
き
な
後
ろ
盾
を
感
じ
つ
つ
、
5

期
目
に
向
け
て
挑
戦
し
た
く
、
５

点
ほ
ど
自
分
自
身
の
思
い
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

１
点
目
は
、
大
型
事
業
の
知
多

南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
が
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
、
そ
し
て
半
田
消
防
署
武
豊

支
署
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に

完
成
の
予
定
で
、
供
用
開
始
後
に

つ
い
て
も
、
検
証
を
行
い
、
安
定

的
な
運
営
、
運
用
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

２
点
目
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
終

息
に
向
け
て
の
施
策
に
つ
い
て
、

模
索
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

３
点
目
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

を
含
め
た
「
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
」
の
具
現
化
と
し
て
、
道

路
・
河
川
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
筋
道
を
確
立
し
た
い
。

４
点
目
は
、
６
小
・
中
学
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検

討
し
た
い
。
体
育
の
授
業
中
に
熱

中
症
の
症
状
を
訴
え
る
事
例
も
あ

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
所

と
し
て
、
空
調
施
設
の
充
実
が
欠

か
せ
な
い
時
代
に
な
る
。

５
点
目
は
「
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
構
想
で
、

文
化
芸
術
の
道
（
町
民
会
館
方

面
）
、
伝
統
産
業
の
道
（
大
足
転

車
台
、
味
噌
蔵
方
面
）
、
そ
し

て
、
歴
史
探
訪
の
道
（
武
雄
神

社
、
三
井
家
方
面
）
を
風
景
・
環

境
・
景
観
に
配
慮
し
た
【
み
ち
】

の
整
備
構
想
で
あ
る
。

こ
う
し
た
私
の
思
い
に
共
感
、

ご
賛
同
を
賜
る
こ
と
が
で
き
、
町

民
の
皆
さ
ま
、
諸
団
体
の
皆
さ
ま

等
々
の
ご
支
援
が
い
た
だ
け
る
な

ら
ば
、
引
き
続
き
、
町
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

４
期
目
の
総
括
お
よ
び
次
期
町
長
選
挙
に
向
け
て

政
和
ク
ラ
ブ
代
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▲ 7月 1日にオープンした武豊中央公園

●マニフェストとは
イタリア語。具体性を欠くスローガンや公約と異なり、選挙の時、政党や候補者が、政策の数値
目標・達成期限・財源などを示した公約で、日本では 2003 年に地方統一選挙から広まりました。
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